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1.1 2011年 7月 14日：ポスターセッション
Ｓ１：あなたは金持ちでいま財布にお小遣いとして１００万円持っていると想像して下さい。この状況で
あなたは当たりの確率が 1／ 1億、当たり賞金 1億円の宝くじを買います（Ｃ１１）か、買いません
（Ｃ１２）か？宝くじは１０００円ではずれは賞金０です。
Ｓ２：あなたの全財産はいま財布にある１０００円だけなのにある事情でどうしても１００万円必要になっ














































































































表 1. 「期日前投票」と 「7月 14日当日投票」の合計
金持状況で買う 金持状況で買わない 計
貧乏状況で買う 16 23 39
貧乏状況で買わない 25 34 59
計 41 57 98
3 考察
41%( 41/98 ) の人が金持状況で買うと答えている. これらの人達は必要に迫られていないのに宝くじを買
うので, 「ギャンブル許容グループ」と呼ぶこととする.




貧乏状況で買う 16/41 = 39％ 23/57 = 40％
貧乏状況で買わない 25/41 = 61％ 34/57 = 60％
計 41/41 = 100％ 57/57 = 100％
これらの数字は「ギャンブル許容グループ」に属しているかいないかが, 貧乏状況での選択に無関係と
いうことである. 貧乏状況での意思決定と金持状況での意思決定が独立であるということを意味している.










「非ギャンブル許容グループ」が 70 人いたとして, ギャンブル許容グループの 30人は, どちらの状況でも








貧乏状況でくじを買う人 = 常にくじを買う人 + 「必要」に引っぱられた人
貧乏状況でくじを買わない人 = 常にくじを買わない人 + 「恐怖」に引っぱられた人
ということ構造が見えていると考えられる.
この結果, ギャンブル許容グループに属する確率, ギャンブル許容グループのメンバーが貧乏状況でく
じを買う確率, ギャンブル非許容グループのメンバーが貧乏状況でくじを買う確率のいずれもが, ほぼ 40























が買うまいが他人が容喙すべきことがらではない. しかし, 共有財産の使途が問題になる場合, この価値判
断の違いは大問題となる. 価値判断に関して A さんの価値判断は合理的であるけれど B さんの価値判断は
合理的でない, ということはあり得ない. このような場合の意思決定の問題はなんらかの意味で「政治」の
問題とならざるを得ない, 科学的合理的な推論の結果として意思決定できるとは思えない.
しかし, 意思決定の場で科学が何も出来ないということではない. 状況認識の絞りこみ, 状況認識に関す
るコンセンサスの醸成, は (統計科学を含む)科学の仕事である. 価値判断が多様, 状況認識も多様という状
況での意思決定の困難の半分は科学的合理的に解消できるチャンスがある. ものごとを悲観的に見る見方
と, 楽観的に見る見方がある. 科学では半分しかカバー出来ないと見るより, 科学で半分はカバー出来ると
考えるのが健康的だと思う.
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要な概念であるのは明らかだが, 同じ平均 (と分散) をもつ確率分布にもいろいろある. ミロのヴィーナスが
美しいのは, その「質量分布」が美しいのだ. ミロのヴィーナスを大理石の塊とか, 砂の山と同一視しては
もったいない.
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